
令和 3年度退職教員の紹介 

 

 

部 局 名  大学院総合文化研究科・教養学部 

 

氏 名 中澤恒子 

職 名 教授 

本学在職期間 平成 9年 4月～令和 4年 3月 

所 属 言語情報科学専攻 

専 門 分 野  言語学（統語論、語用論、計算言語学） 

略 歴 

昭和 55年 3月 津田塾大学学芸学部卒業 

昭和 57年 6月 国際基督教大学大学院教育学研究科博士前期課程修了 

平成 3年 5月 イリノイ大学大学院言語学科修了、Ph. D. in Linguistics 

平成 3年 3月 日本電信電話株式会社 NTT情報通信網研究所、主任研究員 

平成 9年 4月 本学総合文化研究科助教授 

平成 18年 4月 本学総合文化研究科教授 

 

 

研 究 内 容  

Tsuneko Nakazawa (ed. with Andreas Kathol & Erhard W. Hinrichs). Complex Predicates in 

Nonderivational Syntax [Syntax and Semantics Vol. 30]. San Diego: Academic Press, 1998. 

Tsuneko Nakazawa. “Licensing Resultative Phrases: The Case of Locatum Subject 

Alternation Verbs in Japanese.” In Martijn Wieling et al. (eds.) From Semantics to 

Dialectometry. London: College Publications, 2017: 263-271. 


